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アカミミガメ（Trachemys scripta）の１亜

種である北米原産のミシシッピアカミミガ

メ（T. s. elegans）は，現在，日本各地の河川

や湖沼，ため池などで多数確認され，外来生

物のひとつとして問題視されている．ミシ

シッピアカミミガメは，国際自然保護連合

（IUCN）により2000年に「世界の侵略的外来

種ワースト100」に，また日本生態学会によ

り2002年に「日本の侵略的外来種ワースト

100」に選定されている．2005年には環境省

が，生態系に悪影響を及ぼしうることから，

適切な取扱いについて理解と協力をお願いす

る生物として，要注意外来生物に指定した．

ミシシッピアカミミガメは全国的に定着して

いると考えられ，特に在来のカメ類との生息

環境の競合や，その他の水棲動植物への悪影

響が懸念されているが，実態については不明

な点が多い．

野外でのミシシッピアカミミガメの増加

は，個人飼育者等による遺棄や非意図的な逸

走に端を発し，それらの個体が野外で累代繁

殖していることはほぼ間違いないと思われ

る．ミシシッピアカミミガメの野外繁殖は，

主に捕獲による実態調査でミシシッピアカミ

ミガメが多数見つかっていることや，その幼

体が発見されていること（岡田他，2005），

あるいは解剖により卵殻卵を保有する個体が

発見されていること（谷口・亀崎，2010）な

どから推察されているが，野外での実際の繁

殖の証拠（特に産卵中の目撃や産卵巣の発見）

はほとんど報告例がない．これまでに，石川

県金沢市の河北潟において，哺乳類に掘り返

されたと思われるアカミミガメの産卵巣が，

水路の土手沿いの水面から 3～4 m の場所で

発見され，無傷で残っていた１卵を人工的に

孵卵した結果，本種と同定された例が報告さ

れている（野田，2004）．

著者らは，岐阜大学構内において，これま

でに４例の野外繁殖例を確認したので，その

発見状況について報告する．２例は，産卵中

の個体を発見した例で，他の２例は産卵巣か

ら幼体が這い出すところを発見した例である．
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発見例１

2004年５月11日８時47分，構内駐輪場横の

雑草地でミシシッピアカミミガメの大型個体

（甲長等未計測）が，産卵直後と思われる状

況で発見された（図１）．産卵巣内には９卵

あり，すべてを回収し孵卵した結果，同年８

月15日に孵化が始まり，５匹が生まれた．

発見例２

2009年６月17日９時６分，構内の附属施設

（野生動物管理学研究センター）の建物横の

雑草地でミシシッピアカミミガメの大型個体

（甲長等未計測）が産卵中に発見された（図

２）．９時28分の確認時には，土の埋め戻し

行動がほぼ終了していた．同日夕方に掘り返

したところ，16時24分に土中から10卵が発見

された．すべてを回収し孵卵した結果，同年

９月17日に孵化が始まり，９匹が生まれた．

構内河川（発見例１と２に最も近い場所で

川幅8.4 m）では，例年ミシシッピアカミミ

ガメの大型個体が多数見られていたことか

ら，産卵した個体はそこから移動してきたも

のと考えられた．構内河川の一部は護岸整備

されており，また産卵場所までの直線経路中

央には，高低差 3 m の急斜面の丘があるた

め，産卵個体が移動したと考えられる経路は

最短で２経路あった（図３）．構内河川から

産卵場所までの距離は２経路とも約150 m で

あった．

発見例３

2011年９月20日16時頃，構内の自然条件下

の造成池（約90 m2 をフェンスで囲った飼育

場所）のエリア内で，すでに開口していた２

つの産卵巣を発見した．片方の巣内にミシ

シッピアカミミガメの幼体２匹を発見し，ま

た近くにいた幼体２匹を発見した．

 図１．岐阜大学構内でのミシシッピアカミミガ
メの野外繁殖の発見例１．（a）産卵後のミシシッ
ピアカミミガメ，2004年５月11日，（b）産卵場所，
（c）回収した卵，（d）孵化途中の幼体，2004年８
月15日に孵化開始．

 図３．岐阜大学構内でのミシシッピアカミミガ
メの野外繁殖の発見場所．発見例１と２は産卵中
の個体の発見場所（2004年，2009年）で，構内河
川からの最短距離は２経路とも約150 m．発見例
３と４は自然条件下の造成池エリアでの孵化幼体
の這い出し中の発見場所（2011年）．路上での発見
幼体は生体と交通事故死体（2011年）．

 図２．岐阜大学構内でのミシシッピアカミミガ
メの野外繁殖の発見例２．（a）産卵中のミシシッ
ピアカミミガメ，2009年６月17日，（b）産卵場所，
（c）土中の卵，（d）回収した卵，2009年９月17日
孵化開始．
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発見例４

2011年９月22日12時半頃，上述の造成池に

おいて，別の産卵巣から這い出そうとしてい

た幼体１匹を発見した（図４）．同巣内に８匹

を確認し，巣の近くにいた１匹を発見して，計

10匹の幼体を回収した．この造成池エリアで

は，構内河川および構外の周辺河川から調査

研究用に捕獲した多数のミシシッピアカミミ

ガメを，2010年10月４日から飼育していたた

め，これらの個体が産卵していたと思われる．

岐阜大学構内では，発見例１と２に近い場

所で，ほぼ毎年ミシシッピアカミミガメの幼

体（生体や車に轢かれたと思われる死体）が

目撃されてきた．これまでの詳細な記録は

残っていなかったが，最近では，2011年５月

12日に，車に轢かれたと思われる幼体の死体

１匹（背甲長31 mm）と同年５月25日に幼体

の生体１匹（背甲長32 mm）を，筆者らが発

見し回収している（図３）．

構内河川は，学外の一級河川（新堀川）へ

と接続しているが，ステンレス柵で仕切られ

ている．柵は幅30 mm，縦430 mm，厚み75 

mm の格子状であることから，構内で孵化し

たミシシッピアカミミガメの幼体は，容易に

移動できる．構内での繁殖が明らかになった

ことから，少なくとも構内での繁殖を抑制す

るための方策を検討中である．

河川等での捕獲による生息実態調査と共

に，これらの発見例の情報を蓄積していくこ

とで，ミシシッピアカミミガメの野外での繁

殖場所や繁殖生態が徐々に明らかになってい

くと思われる．最近では，淡水棲カメ類（ミ

シシッピアカミミガメ含む）において野外で

の産卵期を調べるために，産卵に関する情報

を広く市民から収集する試みが始められてい

る（亀崎・谷口，2011）．このような調査の

蓄積からも，ミシシッピアカミミガメや他の

淡水棲カメ類の野外繁殖の実態について，全

国的に全容が明らかになっていくことを期待

したい．
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 図４．岐阜大学構内でのミシシッピアカミミガ
メの野外繁殖の発見例４．産卵巣から這い出そう
としていたミシシッピアカミミガメの幼体（2011
年９月22日）．


